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里山の恵み　いただきまーす！ 
〜小学校アグリ体験〜
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　台風 19 号の被害による生活関連の対応状況をお知らせします。

令和元年台風第19号関連情報

　市貝町では、令和元年台風第 19 号栃木県災害により被災された方々の支援に役立ててい

ただくため、役場 1 階ロビーに募金箱を設置し、広く皆様から義援金を受け付けております。　

　また、直接のお振込みも可能ですので、ご協力お願いいたします。

受付期間：令和元年 10 月 15 日から令和 2 年 1 月 31 日まで

受付銀行：足利銀行県庁内支店（普通預金 5031395）

　　　　　栃木銀行本店営業部（普通預金 1193280）

　　　　　ゆうちょ銀行（口座記号番号 00180 － 4 － 487570）

　　　　　（上記銀行各支店および郵便局の窓口でのお振込みの場合は手数料が免除されます）

口座名義：令和元年台風第 19 号　栃木県災害義援金

　　　　　ﾚｲﾜｶﾞﾝﾈﾝﾀｲﾌｳﾀﾞｲｼﾞｭｳｷｭｳｺﾞｳﾄﾁｷﾞｹﾝｻｲｶﾞｲｷﾞｴﾝｷﾝ

●問い合わせ：総務課消防交通係　☎ 68 － 1111

令和元年台風第 19号栃木県災害義援金の募金箱を設置しました

　台風 19 号の被災によって発生したゴミは「災害ゴミ」として扱われます。詳しくは町
民くらし課までお問い合わせください。
■問い合わせ　町民くらし課生活環境係　☎ 6 ８－１１１４

　被災された家屋の保険請求の手続きや税控除の申請など各種支援措置を受けようとする
場合に必要となる「り災証明書」および「被災証明書」の早期発行などを行います。
■問い合わせ　税務課町税係　☎ 6 ８－１１１２

　床上浸水した世帯と町が連絡、調整のうえ委託業者が消毒を実施し
ます。詳しくは町民くらし課までお問い合わせください。
■問い合わせ　町民くらし課生活環境係　☎ 6 ８－１１１４

１．災害ゴミについて

３．り災証明書、被災証明書について

２．住宅の消毒について

災害総合相談窓口の設置

　上記のほか、災害のご相談を希望される町民の皆様には、災害総合相談窓口を設置しまし
たので、お問い合わせください。
　■問い合わせ　総務課消防交通係　☎６８－１１１１
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高齢者ボランティアポイント制度
を実施しています

高齢者や障害をお持ちの方にボランティア活動を行った場合「ポイント」が得られ、たまっ
た「ポイント」を商品券に交換するしくみです。

■ポイント対象となる活動内容

■ポイントについて
対象活動 30分で１ポイント（50円相当）、1日の上限は４ポイント（200 円相当）とします。
ゴミ出しや電球交換など、30分に満たない場合でも１回の活動は１ポイントとします。

■ポイントの交換
たまったポイントは、10ポイントごとに商品券（500 円分）に交換することができます。
年間の上限は、200 ポイント（10,000 円相当）とします。
ポイントの交換場所は、市貝町社会福祉協議会です。

活動してくださるボランティア・利用したい方を受け付けています。
　※活動者と利用者のマッチングにお時間がかかる場合があります。

●問い合わせ　健康福祉課高齢介護係　☎ 68 － 1113　

　　　　　　　市貝町社会福祉協議会　☎ 68 － 3151

●利用者宅での
・ゴミ出し

・買い物代行

・電球交換

・雪かき

●介護保険施設等での
・窓・車いす清掃

・行事同行

・�配茶、下膳、リネン外し、

洗濯物整理

●社会福祉協議会での
・高齢者宅への配食サービス

　（調理・配達、毎週水曜）

・�ひとり暮らしの高齢者の話し

相手

健康福祉課

市貝町に住所のある方 ゴミ出し

配食サービス　　　行事同行

社会福祉協議会

利用できる方
① 65歳以上の高齢者のみの世帯
②障害をお持ちの方のみの世帯
③①と②の方のみが同居する世帯
④ 40歳～ 64歳の介護認定を受けているひと
　り暮らしの方

申込み ・登録

申込み ・登
録

ポ
イン

ト交
換

ボランティア活動
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○�住民票の写し、印鑑証明書、所得証明書、住民税決定証明書、戸籍証明書、戸
籍の附票の写しが、全国のコンビニエンスストア等の多機能端末機で取得でき
るようになりました。

　�※�コンビニ交付サービスをご利用いただくには、有効な利用者証明用電子証明書が搭
載された「マイナンバーカード」が必要です。

○証明書の取得方法について
①�店舗に設置されている多機能端末機の画面に表示されている「行政サービス」ボタンを押します
②�ご利用上の同意事項が表示されますので、「同意をする」を選択し、次の画面に進むと各証
明書が取得できるようになります
③証明書交付サービス（コンビニ交付）を選択します
④多機能端末機の所定の場所にあるカード置場に、マイナンバーカードを置きます

⑪交付手数料を投入します
⑫証明書が発行されます
⑬領収書が発行されます

マイナンバーカードを使った証明書の
コンビニ交付が開始されました !！

⑤�お住まいの市区町村の
　証明書を選択します

⑧必要な証明書を選択します ⑨部数を選択します ⑩発行内容を確認します

⑥�マイナンバーカードの暗証
番号（４桁）を入力します

☆�注：暗証番号は３回間違えるとロッ
クがかかります

⑦�マイナンバーカードを取り
外します　　　　

☆�注：カード忘れ防止のため、カードを
取り外さないと画面が先に進みません

落ち着いて
操作してね
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●マイナンバーカードの出張申請のお知らせ
マイナンバーカードの出張申請を行います。ご希望の方は事前にご連絡ください。

場　所 申請受付日 申請受付時間 事前受付期間
中央公民館
グラウンド 11月 17日（日） 午前 9時～午後 2時 各申請受付日の前日まで

＜平日＞
午前 8時 30分
～午後 5時 15分

役場（2番窓口） 12月　8日（日） 午後 1時～午後 3時

きら里館（杉山） 12月 22日（日） 午前 9時 30分～正午

※申請書を用意しますので、必ず事前にご連絡ください。
※�毎月第 2・第 4土曜日、午前 9時から正午まで個人番号カード受取・カード申請を受け付け
ております。
●問い合わせ　町民くらし課戸籍住民係　☎ 68－ 1114
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４
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☎
（
６
８
）
１
１
１
２

☆
注
意
事
項
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１．日　　時　　11月３日（日）　午後２時～午後５時

２．場　　所　　市貝町役場　多目的ホール

３．内　　容　　① 市貝町の自然環境とサシバについて

　　　　　　　　② 第２次市貝町サシバの里づくり基本構想について

　　　　　　　　③ 市貝町における太陽光発電事業の現状について

　　　　　　　　④ �市貝町における太陽光発電設備設置事業と良好な地域環境との

調和に関する規則について

　　　　　　　　⑤ パネルディスカッション

　　　　　    　　　　 パネリスト　

　　　　　　　         　・遠藤　孝一（ＮＰＯ法人オオタカ保護基金　代表）

　　　　　　　　　　　・諸坂　佐利（神奈川大学法学部　准教授）

　　　　　　　　　　　・小野寺幸絵（市貝町農業大使）　

　　　　　　　　　　　・軽部　　修（市貝町　町民くらし課長）

４．主　　催　　市貝町・市貝町里地里山環境保全審議会

（問い合わせ：町民くらし課生活環境係　☎ ６８-１１１４）
※都合により、内容が変更になる場合がございますが、ご了承ください。

サシバの里づくりと太陽光発電を
考えるシンポジウム
市貝町では、サシバをシンボルに里地里山
の保全と利用を通じて環境と経済の好循環を
生み出し、誇りと希望をもってまちを次の世
代につないでいく「サシバの里づくり」を進
めています。本年度から「第 2次サシバの里
づくり基本構想」もスタートしました。一方で、
大規模な太陽光発電施設の建設による防災や
景観、環境保全が問題となっています。地球
温暖化を抑制するためには、太陽光発電など
の再生可能エネルギーの利用を拡大していく
ことは必要ですが、それによって町の特色で

ある里地里山が損なわれることがあってはな
りません。そこで町では、本年度より、「市貝
町における太陽光発電設備設置事業と良好な
地域環境との調和に関する規則」を施行いた
しました。
本シンポジウムでは、市貝町の自然やサシ
バの里づくり、太陽光発電事業の現状や規則
について説明するとともに、パネルディスカッ
ションを通じて参加者の皆さんと意見交換を
行います。



＼シルバー人材センターに登録して一緒に働いてみませんか？／

シルバー人材センター会員募集のお知らせ

●問い合わせ　市貝町シルバー人材センター　☎６８－３７２２
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町民の声を町政に
　町では、町と地域の皆様が各地域の課題等について認識を共有するため、町政懇談会を 10月２日から４
日の３日間、町内３カ所で開催しました。当日意見交換した内容の一部をお知らせします。

　センターでは、一般家庭や企業・公官庁からの
除草、植木手入れ、清掃作業及び襖・障子の張替
など様々なお仕事を受けております。対象となる
方は、町内に居住する原則６０歳以上の健康で働
く意欲のある方です。

Ａ．�町では自主防災組織に対し、備蓄品の購入を含
む活動費の補助を行っています。自主防災組織
の立ち上げのためには、役員の選出や規約の作

Ａ．�カウンセラーが県から派遣されています。また、
町としては、健康福祉センター内の総合相談
支援センターにスクールソーシャルワーカー
を配置し、子どもも含めた福祉に関する初期

Ａ．�町では今年４月から、「市貝町における太陽光
発電設備設置事業と良好な地域環境との調和
に関する規則」を施行し、災害防止・景観保
全の取り組みをはじめたところです。

　　�　また、耕作放棄地解消をはじめ環境保全に

　会員は、自分の体力や能力、希望に応じて楽し
く働くことが出来ますので、希望される方は、是非、
センターにお問い合わせいただくか、一度ご来所
ください。

成などの手続きが必要です。担当の職員が各自治会
へご説明や資料の提供など協力させていただきます
ので、是非前向きにご検討ください。

相談等に応じています。こども未来課でも対応し
ていますので、困りごとがありましたらお気軽に
ご相談ください。

ついては、山間奥地にある水田などで耕作してい
ただけると、良好なサシバの生育環境づくりに有
効なので、サシバの里での農業の継続に対して、
町独自の制度をつくっていければと考えます。

　町政懇談会でいただいた意見・要望等は、今後町政の運営や新たな町の施策の設計等に反映させていきます。　　
　たくさんのご意見をいただきありがとうございました。

●問い合わせ　総務課文書広報係　☎６８－１１１１

自治会の備蓄品に対する補助について
Ｑ．�自治会内で備蓄品を購入し有事に備えたいのですが、補助はありますか。

子どもの相談機関について
Ｑ．��子どもに関する困りごとについて、学校以外で安心して相談できるところはありますか。

サシバの里づくりについて
Ｑ．�町で自然豊かなサシバの里づくりを推進していますが、近年、山林を切り崩した太陽光パネルの設置
が多くなってきており、サシバの生息に影響が出ると危惧しています。少しでもサシバをはじめとす
る生態系や景観にとって良い地域づくりを推進してもらえたらと思います。
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資
産
評
価
審
査
委
員
に

大
瀧
信
夫
氏

町
小
中
学
校
音
楽
祭
を
開
く

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
事
故
な
し
」を
め
ざ
し
て

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動

た
わ
わ
に
実
っ
た
黄
金
色
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
小
学
生
が
収
穫

　

町
議
会
９
月
定
例
会
で
大
瀧
信
夫
氏

（
続
谷
）
が
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
１
日

発
令
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
３
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服

等
を
審
査
す
る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

町
小
中
学
校
音
楽
祭
が
、
10
月
９

日
、
市
貝
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
町
内

各
小
中
学
校
か
ら
合
唱
部
や
吹
奏
楽
部

な
ど
８
団
体
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
町
内
在
住
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
小
林
清
美
さ
ん
と
、
子
育
て
世
代

の
マ
マ
達
で
結
成
さ
れ
る
「
ま
ま
ぴ
よ

隊
」
の
招
待
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
10
月

２
日
と
３
日
、
延
べ
60
人
が
参
加
し
て

役
場
庁
舎
敷
地
の
除
草
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

庁
舎
周
辺
の
雑
草
は
刈
払
い
機
で
、

庁
舎
前
の
石
畳
は
手
作
業
で
丁
寧
に
草

を
取
り
除
き
、
お
か
げ
様
で
作
業
後
は

庁
舎
の
周
り
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
小
学
校
の
５
年
生
１
０
３
名
が

９
月
25
日
、
市
塙
地
内
の
学
校
田
で
稲

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
が
５
月
に

手
作
業
で
植
え
た
苗
は
、
き
れ
い
な
黄

金
色
と
な
り
、
児
童
は
そ
の
稲
を
一
生

懸
命
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
新
米
は
、
町
内
の
各
小

中
学
校
の
給
食
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
茂
木
警
察
署
は
９
月
30
日
、
秋

の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に
あ

わ
せ
、
道
の
駅
「
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か

い
」
に
て
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

招
待
演
奏
で
は
、
熱
い
演
奏
に
加

え
、
「
パ
プ
リ
カ
」
を
児
童
た
ち
と
一

緒
に
踊
る
な
ど
観
客
を
大
い
に
楽
し
ま

せ
、
最
後
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
交
通
安
全
協
会
や
シ
ル

バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら

は
、
「
事
故
な
し
」
に
か
け
て
、
町
産

の
梨
（
な
し
）
と
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ

な
ど
を
、
来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
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ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぶ

「
夢
の
教
室
」

県
女
性
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

研
修
会
が
市
貝
町
で
開
催

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教

室
」
が
９
月
26
日
と
27
日
、
町
内
各
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

経
験
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
様
々
な

種
目
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
、
指
導

者
な
ど
を
「
夢
先
生
」
（
ユ
メ
セ
ン
）

と
し
て
迎
え
、
「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
」
や
「
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

市
貝
小
と
小
貝
小
に
は
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
新
井
麻
衣
さ
ん
が
、
赤
羽
小

に
は
長
距
離
走
者
の
湯
田
友
美
さ
ん
が

ユ
メ
セ
ン
と
し
て
来
校
。
５
年
生
の
ク

　

町
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
10
月
５
日
、

「
と
ち
ぎ
教
育
の
日
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
栃
木
県
女
性
教
育
推
進
連
絡

協
議
会
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
96
名
の
女
性

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
「
新
聞
社
で
働
く
～

見
え
る
壁
、
見
え
な
い
壁
を
越
え
て

～
」
と
題
し
、
下
野
新
聞
社
編
集
局
地

域
セ
ン
タ
ー
長
の
岩
村
由
紀
乃
さ
ん

（
多
田
羅
）
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
か
い
子
育

て
ネ
ッ
ト
羽
ば
た
き
と
、
食
生
活
改
善

推
進
員
が
事

例
発
表
を
行

い
、
市
貝
町

の
輝
く
女
性

の
取
り
組
み

を
、
町
外
の

方
に
広
く

知
っ
て
も
ら

う
良
い
機
会

と
な
り
ま
し

た
。

ラ
ス
を
対
象
に
、
ゲ
ー
ム
や
体
験
談
を

交
え
な
が
ら
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

嘱託職員を募集します1
　町では、次のとおり嘱託職員を募集します。
職 　 　 種 医療事務嘱託職員
資 　 　 格 医療事務
人 　 　 数 １名
業 務 内 容 主にレセプト点検業務、その他として窓口接客対応及び電話対応
勤 務 場 所 市貝町役場（市貝町大字市塙１２８０番地）　　
雇 用 期 間 令和元年12月23日～令和2年３月31日（契約更新あり）
勤 務 時 間 午前９時００分～午後４時００分（６時間勤務・１時間休憩）

給 与 等 月額　150,000円
賞与、通勤手当、時間外勤務手当あり

休 　 　 暇 土・日・祝日及び年末年始、夏季特別休暇
応 募 条 件 医療事務の資格を有する方

応 募 期 限
普通自動車運転免許資格を有する方（AT限定可）
パソコン（ワード・エクセル）操作のできる方
11月29日（金）午後５時まで

応 募 方 法 次の書類を提出先まで持参・郵送してください。
○履歴書（市販のもの、自筆、３ヶ月以内の写真）

選 考 等 面接試験（12月13日午後2時～）

提 出 先 〒３２１－３４９３　市貝町大字市塙1280番地
市貝町役場　町民くらし課　国保年金係　☎68－1114
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　10 月より消費税率が 10％に引き上げられております。このことで所得の低い方や子育て世
帯の消費に与える影響を緩和するため、また地域での消費を喚起・下支えするため、町内取扱店
で使用できる「市貝町プレミアム付商品券」を発行しています。

〇購入対象者　市貝町に住所を有し、次の①または②に該当する人
　① 2019 年度の住民税非課税者（課税基準日 2019 年 1 月 1 日）
　　※住民税課税者と生計が同一の配偶者・扶養親族、生活保護受給者などを除く。
　② 2016 年 4 月 2 日～ 2019 年 9 月 30 日までの間に生まれたお子さんがいる世帯の世帯主
〇購入方法
　①の該当者は購入引換券交付申請書の提出が必要です。
　�　８月下旬に対象になる可能性のある方に購入引換券交付申請書を送付しておりますので、購
入を希望される方は郵送または直接企画振興課窓口にて 12月 13日（金）までに申請をお願
いいたします。
　※要件などを確認後、対象者に決定した方には、購入引換券を順次送付予定です。
　※�申請書の提出をしたからといって、必ずプレミアム付商品券を購入しなければならないとい
う訳ではありませんので購入するか、しないかについては「購入引換券」がお手元に届いて
からのご判断で差し支えありません。

　※対象となる方で申請書が届いていない場合には、お問い合わせください。
　②の該当者は申請不要です。
〇販売単位
　1 セット 4,000 円（額面金額 500 円券× 10 枚＝ 5,000 円相当）
〇購入限度額　
　20,000 円（額面金額500円券× 10枚× 5セット＝25,000 円相当）
　※②の世帯主は、該当する子の人数分まで購入可能
　※分割購入も可能です。（例 :3 セットと 2セットに分けて購入や１セットのみの購入など）
〇商品券販売場所
　市貝町商工会（市貝町大字市塙 4117-12、☎ 68-0071）
〇商品券購入可能期間　
　令和元年 10 月 1 日（火）～令和 2 年 2 月 28 日（金）
　土日祝を除く午前 9 時～午後 4 時
〇商品券利用可能期間　
　令和元年 10 月 1 日（火）～令和 2 年 2 月 29 日（土）
〇利用可能店舗　
　町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。
●問い合わせ　
　企画振興課　地域振興係　商工観光担当　☎ 68-1118

市貝町プレミアム付商品券を発行しています。
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　市貝町には、素敵な縁側や庭先がある家々が
いくつもあります。そんな場所で秋の一日、お
茶やお茶うけを楽しみながら、おしゃべりした
り、のんびりしたりしませんか。
●開催日時：11月10日（日）午前10時～午後３時
●開催場所：市貝町に点在する家々
※�参加するお家の情報が載っているマップは、以下のサシバ
の里協議会のホームページで見られます。道の駅サシバの
里いちかい（観光協会）にも置いてあります。
●お休み料：大人 300 円・小学生 100 円（未就
学児は無料）／お 1人様（セルフサービス）、
●問い合わせ：☎68－3483（観光協会）　
　メール　k-endo@ucatv.ne.jp（協議会）
　ホームページ：http://sasibanosatokyougikai.jimdo.com

第７回「サシバの里の縁側めぐり」
においでください

主催：サシバの里協議会

■そばゼリー（限定 20 食 !!）　■けんちんそば・うどん
■焼きいも　■餅（きな粉、あんこ）　■生そば
■野菜直売コーナー　
　（地元産新鮮野菜、新米）

■野菜（ハクサイ・ダイコンなど）の無料配布
　午前11時30分～（先着50名様!! ）
■ビンゴゲーム（賞品多数） 
　午後１時～
　（受付：午後0時３０分～）

主催：芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会　後援：市貝町
●問い合わせ：
　協議会 会長 石川 紀雄　☎ 090 － 2660 － 2617
　企画振興課地域振興係  ☎ 68 － 1118

2019年 芝ざくら公園秋の収穫祭
市貝町農産物安全・安心キャンペーン

販　　　売

イ ベ ン ト

11月10日（日） 午前10時～午後２時 ※小雨決行

皆様のお越しを
おまちしています。

市貝町産
新そば使用

いちかい里山オフィス　無料講座のお知らせ
　町内で就職、就農、転職、起業を考えている方や、町内事業者、町内在住・在勤者の方向けに各
種無料講座を開催いたしますので、是非ご参加ください。（各回定員 10名・先着順）

講　座　名 開　催　日　時 会　場

イノシシ皮の活用講座（講師：瀬川礼江氏） 11月20日（水）14：00～16：00

きら里館

有機農業人セミナー
　（講師：小野寺幸絵氏）
第1回　�簡単に作れる！田んぼの除草機を

作ろう
第2回　�更に上を目指す！ マニアックな有

機講座

(第1回)12月15日（日）10：00～12：00
(第2回)�令和2年1月25日（土）10：00～

12：00

ラッピング講座（講師：宇賀神敦子氏） 12月19日（木）14：00～16：00

筆文字POP講座（講師：宇賀神敦子氏） 令和2年1月9日（木）14：00～16：00

旬野菜を活かした冬のお弁当教室
　（講師：倉本祐樹氏、倉本茉美氏） 12月4日（水）10：00～12：00

スマホで撮る！写真の写し方・残し方
　（講師：柴美幸氏） 令和2年1月15日（水）14：00～16：00

●申し込み・問い合わせ　いちかい里山オフィス
　　　　　　　　TEL/FAX：88-5062　Mail：ichikaisatoyama@gmail.com
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

 11月の予定

11 月の公民館休館日

November

５日（火）、11日（月）、18日（月）、25日（月）

11／３（日）第８回スポーツレクリエーション祭　
（城見ヶ丘運動公園ほか）

11／14（木）第33回町民親善ゴルフ大会
（関東国際カントリークラブ）

11／16（土）町芸術祭音楽芸能大会（市貝小学校体育館）
11／16（土）町芸術祭ギャラリー展（町武道館）
　～17（日）　
11／22（金）郡ギャラリー展（芳賀町体育館）
　～24（日）　
11／30（土）町民のつどい（役場多目的ホール）

　９月18日、27日及び10月４日の３日間、茂
木町町民体育館にて市貝町・茂木町合同のバ
レーボールリーグ戦が開催されました。競技
は男女混合で行われ、2町から3チームが出場
し熱戦を繰り広げました。市貝町からは1チー
ムが参加し、見事優勝を勝ち取りました。
　優　勝　クローバー（市貝町）　
　準優勝　ライズ（茂木町）

　８月27日から９月18日にかけて、市貝町北
運動場にて第38回高年ソフトボール大会が開
催されました。町内から全6チームが出場し熱
戦を繰り広げました。主な結果は以下のとお
りです。
　優　勝　続谷GT　　
　準優勝　杉山ソフトボールクラブ

第86回茂木町・第78回市貝町
合同バレーボールリーグ戦

第38回高年ソフトボール大会

　豊かな社会づくり、地域づくりには男女共同参画が不可欠
です。「町民のつどい」では、講演や実践発表をとおして自
主的な活動について学習します。是非参加して、地域におけ
る活動の振興を図りませんか。
　●日時　１１月３０日（土）　13：00～受付
　●日程　13：30　開会
　 　　　  13：50　小学生宮古島市交流事業報告会
　　　　　14：10　実践発表
　　　　　　　　  ・杉山保育所家庭教育学級
　　　　　　　　  ・市貝町地域おこし協力隊
　　　　　14：50　講演会
　　　演題　「絵本が拓く『子の自立・親の自律』」
　　　講師　絵本カフェ「なんだかうれしい。」　
　　　　　　店主　長谷川鈴子氏
　　　　絵本の読み聞かせを交えた楽しい講演会です。
　●その他
　託児室を開設します。利用を希望される方は、11月22日
（金）までに中央公民館へお申し込みください。

　町教育委員会では、次のとおり健康マラソン大会を開催し
ます。皆さんの参加をお待ちしております。
♦期　　日　令和２年１月１１日（土）
♦会　　場　城見ヶ丘運動公園　周辺特設コース
♦申込期限　令和元年１２月７日（土）
♦参 加 料　一　　般　　５００円
　　　　　　小・中学生　３００円
　　　　   　親子ペア　　８００円
♦申し込み・問い合わせ
　申込み用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて、中
央公民館へお申し込みください。詳しくは、健康マラソン大
会事務局（中央公民館内☎６８－００２０）まで。

令和元年度「町民のつどい」のお知らせ

第34回市貝町健康マラソン大会の参加者募集！！
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顧問一押しの一冊○114
「おいしいおはなし～子どもの物語とレシピの本」

本とごちそう研究室 / 著（グラフィック社）
　「窓際のトットちゃん」のお弁当ってどんな食
べ物？「ふしぎの国のアリス」のケーキってどう
いう味がするんだろう？誰もが知っている名作
から思い出の小さな物語まで、子どもの文学４０
冊とお話にまつわる４０のレシピを紹介していま
す。ページをめくって確かめながら、一緒におい
しいおはなしを味わってください！

催し物の予定 開館時間　９：3０～１９：００

　毎年恒例のいちかい図書館まつりにおけるフリーマー
ケット出店者を募集します。
開催日時：令和２年１月１８日（土）　９：３０～１５：３０
  　　　　※雨天中止
場　　所：市貝図書館　駐車場
募集区画：１５区画（２３５ｃｍ×４８０ｃｍ程度）
募集期間：１１月１６日（土）～１２月２７日（金）
出店品目：家庭の不用品・手作り品・農産物（加工品は不可）他
※�社会通念上並びに法律に違反するも
の・生き物・医薬品・食品全般・コピー
品・危険物などは出品をお断りいたし
ます。
出 店 料：無料
申 込 先：市貝図書館

　YAとは、１３歳～１９歳の「若い大人」世代のことです。
　YAのみなさんにおすすめの本を、定期的に入れ替えて
います。お気に入りの本や、新しい出会い・発見があるかも
しれません。もちろんYA世代以外の方のご利用も大歓迎
です。ぜひ１階新刊コーナー奥の「YAコーナー」をチェック
してみてください。

【問い合わせ：市貝図書館　☎６８－４３８０】

特別展「ミニギャラリー展」
期間： １１月３０日（土）～１２月２２日（日）
　　　　※休館日は図書館に同じです
　各教室・講座での作品を展示し、活動の状況を紹介
します。今後参加をお考えの方も、是非参考にしてみて
ください。

【問い合わせ：中央公民館　☎６８－００２０】

●第８回いちかい図書館まつりにおける
フリーマーケット出店受付について

●YA（ヤングアダルト）コーナーについて

●歴史民俗資料館のイベント

●秋の読書週間イベント（～１１月１０日まで）

★読書スタンプラリー　
期間：１１月１０日（日）まで
内容：�図書館の資料を借りたり、イベントに参加する

とスタンプがもらえます。スタンプカードはカ
ウンターでお配りしています。スタンプがたまる
とプレゼントを差し上げます。お子様だけでな
く大人の方も是非ご参加ください。

★音楽と読み聞かせの世界へようこそ
期間：１１月３日（日）　１４：００～（１時間程度）
場所：２階　企画研修室
内容：�絵本の読み聞かせを音楽と一緒に臨場感たっぷ

りと楽しめます。申し込み不要ですので是非お気
軽にご参加ください。

★しょうちゃんと遊びま専科
　「ことばあそび五・七・五」
期間：１１月９日（土）　１４：００～１５：００　※要申込
場所：２階　企画研修室
内容：�ことばを選んで歌を作ります。出来上がった

作品はオリジナルのしおりになります。
対象：小学生以上どなたでも（低学年は保護者同伴）
★ダンボの会のおはなし会
日時：１１月２４日（日）　１０：３０～（５０分程度）
場所：１階　おはなしコーナー
内容：��絵本の読み聞かせ・紙しばい・手遊び・エプロ

ンシアター・おりがみ遊びなどの参加型のおは
なし会です。

【問い合わせ：市貝図書館　☎６８－４３８０】

勤労感謝の日

文化の日

スタッフのおすすめ
POP付きですので
参考にしてくださいね

読書週間のイベント、まだまだありますよ！
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市
貝
町
の
地
名
と
歴
史
７

記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
古
墳
時
代
の
皇
子

（
垂
仁
天
皇
の
九
子
）で
、東
国
の
室
八
島（
む

ろ
の
や
し
ま
）
に
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
伊

許
山
の
山
頂
に
あ
る
伊
許
山
神
社
に
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

古
く
は
大
内
庄
室
八
島
郷
。
中
世
は
宇
都

宮
氏
の
領
地
と
な
り
、
家
臣
に
君
島
氏
の
名

が
見
え
ま
す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
幕
府
領

と
な
り
代
官
伊
那
（
い
な
）
氏
が
知
行
し
、

そ
の
後
旗
本
芦
野
（
あ
し
の
）
氏
が
明
治
ま

で
知
行
し
ま
し
た
。

　

江
戸
初
期
は
「
田
田
良
村
」、
寛
文
７
年

（
１
６
６
７
）
に
芳
賀
郡
「
田
多
羅
村
」
と

な
り
ま
し
た
。
明
治
２
２
年
に
市
羽
村
の
大

字
と
な
り
、「
田
多
羅
」の
表
記
が
現
在
の「
多

田
羅
」
と
な
り
ま
し
た
。

執
筆
者
：
関
澤
　
昇
　
挿
絵
：
鈴
木
　
宏

 

多
田
羅 
（
た
た
ら
）

　

地
元
で
「
堀
の
内
」（
ほ
ん
の
じ
）
と
呼

ば
れ
る
中
世
の
多
田
羅
館
跡
（
本
町
）
を
中

心
に
開
け
た
集
落
で
す
。
伊
許
山
と
琴
平
山

(

元
の
名
は
室
山
）
の
西
山
麓
に
位
置
し
、
小

貝
川
と
大
川
の
合
流
点
で
あ
る
低
地
一
帯
に

は
水
田
が
広
が
り
ま
す
。
西
の
台
地
上
に
は

古
代
の
道
「
た
つ
（
辰
）
街
道
」
や
古
墳
群
、

溜
池
（
多
田
羅
沼
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
砂
鉄
・

木
炭
を
材
料
に
「
ふ
い
ご
」
を
使
っ
て
踏
鞴

（
た
た
ら
）製
鉄
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
説
や
、

延
喜
年
間
（
平
安
時
代
）
に
多
田
羅
河
内
之

助
が
こ
の
地
を
開
拓
し
て
土
着
し
た
こ
と
に

よ
る
と
の
伝
承
、
さ
ら
に
「
タ
タ
ク
」
と
い

う
音
か
ら
風
雨
に
叩
か
れ
た
地
形
、
つ
ま
り

は
小
貝
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
浸
食
を
受
け
た

崩
落
地
に
由
来
す
る
と
の
説
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
芳
賀
郡
内
の
こ
と
を
記
し
た
明
治

時
代
の
書
物
『
芳
香
誌
料
（
ほ
う
こ
う
し

り
ょ
う
）』
に
は
、
古
代
に
伊
許
速
別
命
（
い

こ
は
や
わ
け
の
み
こ
と
）
が
当
地
に
来
て
民

衆
を
指
導
し
水
田
を
開
拓
し
田
多
羅
と
称
し

た
、
と
あ
り
ま
す
。
伊
許
速
別
命
は
『
古
事

多田羅沼

14

●日　時　11月 21日（木）午後 5時 30分～午後 7時 30分
●場　所　サシバ未来館（市貝町赤羽 2648－7）
●内　容　�地域で活動している方々の体験談やワークショップを通じて、自分の「好き」や「お

役に立ちたい」を見つけてみましょう。
●参加費　夕食代として別途 500 円（小学生以下は無料）
●対　象　�自分の好き・得意で地域を盛り上げてみたい、地域や誰かのお役に立ちたいと思って

いる女性。
●出演者　ファシリテーター：NPO法人いちかい子育てネット羽ばたき　副理事長　永島　朋子
　　　　　地域活動トークゲスト：地域おこし協力隊　フォトグラファー　柴　美幸
●定　員　20名　子連れ歓迎　見守り保育あり ※0歳から未就学児まで先着4名（お子様お一人につき500円）
●申し込み・問い合わせ　一般社団法人スリーアクト　
　　　　　　　　　　　　　☎ 028 － 612 － 1006　※午前 10時～午後 5時（日曜定休）
　　　　　　　　　　　　　E-mail　info@three-act.com

プチ起業講座
女性による女性のためのワクワク講座＆交流会

in 市貝町
ひと段落したら何かやってみたい女性の交流会
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１１月９日（土）～１１月１５日（金）

　「ひとつずつ　
　　　いいね！で確認　
　　　　　　　火の用心」
　これからの季節は、空気が乾燥し火災が発
生しやすくなりますので、火の取り扱いには十
分注意しましょう。また、住宅では火を使う場
所だけではなく、建物の周辺にも燃えやすい
ものは置かないようにしましょう。さらに、火
災による逃げ遅れをしないよう住宅用火災警
報器を設置しましょう。
　消火器や住宅用火災警報器の悪質な訪問
販売が発生していますので、十分ご注意してく
ださい。
●問い合わせ
　芳賀地区広域行政事務組合　消防本部
　真岡消防署市貝分署　
　☎６７－１１１９

　

　 　

秋の全国火災予防運動

令和 2年 4月

新食肉センターオープン
　県畜産酪農研究センター芳賀分場（旧畜産試験
場）跡地において、県内に３つある食肉センター
を統廃合した新食肉センター整備工事が行われて
おり、現在の進捗状況は約 80％です。
　新食肉センターの処理能力は、1日あたり牛 65
頭・豚 2000 頭を解体処理し、部分肉処理は、１日
あたり牛 31頭・豚 1078 頭となっています。
　また、オープンに合わせてパート職員を募集し
ます。随時受付しておりますので、栃木県畜産公
社までお気軽にお問い合わせください。
＜募集内容＞
職　種 ①食肉生産ライン ②パック包装 ③倉庫入出庫
時　給 900～1000円 860～900円 1000円～1200円

時　間 9:00 ～ 15:00 8:50 ～ 15:00 8:00 ～ 17:00
休憩 60分

休　日 週休 2日制
土・日・他

土・シフト制
月 1回程度　
日曜勤務

4週 6休シフト制
月 1回程度　
日曜勤務

雇用日 令和２年１月以降を予定しています。

勤務地
令和２年４月から芳賀郡芳賀町稲毛田
※�４月以前は、宇都宮市川田町に勤務してい
ただく期間が若干あります。

●連絡先　株式会社 栃木県畜産公社　
　　　　　〒 321-0111 宇都宮市川田町 220
　　　　　☎ 028 － 656 － 5991
　　　　　弊社ＨＰ　http://www.tc-kosha.co.jp

消防設備士
試験案内

●試験日　　　　令和２年２月２日（日）
●試験開始時間　午前９時３０分
●願書申請期間　
　　電子申請　１１月１５日（金）から
　　　　　　　１１月２６日（火）
　　書類申請　１１月１８日（月）から
　　　　　　　１１月２９日（金）

（郵送又は持参：消防試験研究センター栃木県支部）
●試験の種類　　甲種（特類 第１類から第５類）
　　　　　　　　乙種（第１類から第７類）
●試験手数料　　甲種5,700円　乙種3,800円
●受験地　　　　宇都宮市
　　　　　　　　（宇都宮工業高等学校）
●申し込み・問い合せ
　（一財）消防試験研究センター栃木県支部
　☎０２８－６２４－１０２２

町学校保健会講演会のお知らせ

「減塩は子どもから

～生活習慣病を予防する

　　　　　　　食生活について～」

町学校保健会では、全小中学校において
小児生活習慣病の予防対策に取り組んでいま
す。その一環として講演会を開催しますので、
是非ご参加ください。
●日　時　1１月１４日（木）
　　　　　午後２時～午後３時５０分
　　　　　受付　午後１時４５分～
●内　容　講演会

　女子栄養大学栄養学部准教授
　林　芙美　先生

●会　場　役場　多目的ホール
●主催・問い合わせ
　　町学校保健会事務局（市貝小学校）

☎６８－００１３
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情報
交 差 点
募集や案内などの情報を
お知らせします

　

合
同
就
職
面
接
会
開
催
に
伴
い
、

参
加
い
た
だ
け
る
町
内
の
企
業
を
募

集
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

令
和
２
年
２
月
13
日
（
木
）

　

第
九
合
唱
団
で
は
、
12
月
8
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
で
、
一
緒
に
舞
台
に
立
っ
て

く
だ
さ
る
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
生
涯
学
習
課
ま
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
（
６
８
）
０
０
２
０

合
同
就
職
面
接
会

参
加
企
業
募
集

第
九
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所　

ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子

▼
募
集
企
業
数

　

10
社
予
定

（
参
加
企
業
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

※�

申
し
込
み
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

い
ち
か
い
里
山
オ
フ
ィ
ス

　

☎
（
８
８
）
５
０
６
２

「
広
報
い
ち
か
い
」
に
対
す
る
意
見
等

を
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
、
20
歳

以
上
で
広
報
紙
に
興
味
を
持
ち
、
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
熱
意
の
あ
る
方

▼
募
集
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
文
書
広
報
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
１

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

令
和
元
年
９
月
18
日
に
３
歳
児
健
診
を
受
診
さ
れ
た

お
子
さ
ん
の
中
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た
よ
い
歯
の
子

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
い
歯
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

（392）
赤羽
飯田実

み

央
お

菜
な

ちゃん

市塙　　
金井　義

よし

徳
のり

ちゃん

多田羅　
苅部　育

いく

男
お

ちゃん

赤羽　　
小林　千

せ

夏
な

ちゃん

市塙　　
澤村汐

し

乙
お

音
ね

ちゃん

田野辺　
平野　樹

いつき

ちゃん

市塙　　
塩澤　葵

あおい

ちゃん

赤羽　　
森　海

かい

斗
と

ちゃん

田野辺　
高松穂

ほ

乃
の

華
か

ちゃん

市塙　　
柳田　陽

ひな

太
た

ちゃん

笹原田　
永嶋悠

ゆう

太
た

郎
ろう

ちゃん
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◆
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
所
有
者
の
方
の
住
所
・
氏

名
・
家
屋
の
種
類
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
現
地
調
査
に
伺
い
ま
す
。

※�

基
準
日
が
１
月
１
日
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
方

　

固
定
資
産
税
の
算
定
基
礎
と
な
る
価

格
を
決
め
る
た
め
に
、
家
屋
調
査
に
伺

い
ま
す
。
（
税
務
課
職
員
は
身
分
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
悪
質
な
か
た
り
調

査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

　

調
査
の
際
に
は
、
固
定
資
産
税
等
に

つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
所
有
者
の
方
、
ま
た
は
ご
家
族

の
方
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
は
、家
屋
の
完
成
後
で
あ
れ
ば
随

時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、使
用
を
開
始
す

る
前
に
調
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
書
面
に
よ
り

調
査
の
ご
案
内
を
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課
町
税
係　

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
２

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
平
首
相
が
借
金

ま
み
れ
の
国
家
財
政
を
改
め
る
た
め
に
、

命
と
引
き
換
え
に
導
入
を
訴
え
て
か
ら
40

年
の
歳
月
が
流
れ
、
大
蔵
省
、
現
財
務
省

の
方
針
通
り
に
着
々
と
引
き
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
国
民
は
冷
静
に
受
け
止
め

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

新
し
い
税
制
を
敷
く
場
合
に
は
、
公

平
、
中
立
、
そ
し
て
簡
素
を
心
懸
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
公

平
と
は
、
金
持
ち
を
優
遇
し
て
い
な
い

か
、
高
齢
者
が
納
税
者
に
含
ま
れ
る
場
合

に
負
担
能
力
が
あ
る
か
。
中
立
と
は
、
経

済
活
動
を
歪
め
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
競

争
の
上
で
特
定
の
者
を
有
利
に
し
て
い
な

い
か
。
そ
し
て
、
簡
素
が
最
も
大
切
で
す

が
、
税
金
を
払
う
当
事
者
で
あ
る
国
民
の

誰
も
が
理
解
で
き
る
分
か
り
易
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
か
を
、
十
分
考
慮
し
た
形

に
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
消
費
税
の
引
き
上

げ
に
対
し
、
飲
食
料
品
は
８
％
の
税
率
を

課
す
る
複
数
税
率
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

屋
台
や
売
店
の
ベ
ン
チ
や
カ
ウ
ン
タ
ー

で
料
理
を
食
べ
る
と
外
食
と
み
な
さ
れ
て

10
％
の
消
費
税
が
適
用
さ
れ
る
の
に
対

し
、
電
車
の
中
で
販
売
さ
れ
る
飲
食
料

品
を
座
席
で
食
べ
る
場
合
に
は
、
税
率
が

８
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

税
率
が
上
が
る
前
に
買
い
物
を
し
て
し

ま
う
た
め
、
消
費
税
の
導
入
後
の
景
気

が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
、
低
所
得
者
や
３

歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
25
％
の

割
り
増
し
金
が
つ
く
商
品
券
の
発
行
を
行

う
ほ
か
、
お
店
で
現
金
を
使
わ
ず
カ
ー
ド

な
ど
で
支
払
う
と
き
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

２
％
、
そ
れ
以
外
の
店
舗
で
は
５
％
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
制
度
が
複
雑
に
な
っ
た

の
に
加
え
、
税
を
支
払
う
時
に
、
本
来
な

ら
税
率
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
財
布
の

痛
み
（
痛
税
感
）
を
感
じ
る
の
を
軽
く
済

ま
せ
る
よ
う
に
仕
組
む
こ
と
は
、
納
税
者

の
主
権
者
意
識
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
税
率
が
高
い
で
す
が
、
政
府

が
行
う
政
治
に
対
し
て
厚
い
信
頼
が
あ
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
複
雑
に
す
る

対
策
は
不
要
で
す
。

　

今
回
の
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
の
狙

い
は
、
４
・
６
兆
円
の
増
収
の
う
ち
、

１
・
５
兆
円
を
使
っ
て
、
少
子
化
の
背
景

と
い
わ
れ
る
子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

市
貝
町
は
、
サ
シ
バ
の
里
と
し
て
内
外

に
認
知
さ
れ
る
自
治
体
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
を
捕
食
す
る
渡

り
鳥
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
浅
い
認
識
に

留
ま
る
の
で
は
な
く
、
日
本
一
子
育
て
を

し
て
、
し
か
も
再
び
戻
っ
て
く
る
町
で
あ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
自
覚
し
、
こ
れ
を
政

策
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
工
夫
の
し
ど
こ

ろ
で
す
。
そ
の
名
に
相
応
し
い
保
育
を
は

じ
め
と
し
た
児
童
福
祉
で
町
を
有
名
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

　

11
月
10
日（
日
）　

午
前
８
時
～
正
午

▼
場
所　

公
設
芳
賀
地
方
卸
売
市
場

▼
内
容

　

�

地
場
野
菜・果
物
等
の
販
売
、軽
食
販
売
、

さ
ん
ま
の
つ
か
み
取
り
、模
擬
せ
り
等

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
設
芳
賀
地
方
卸
売
市
場
協
力
会

　

☎
（
８
２
）
８
５
８
５

公
設
芳
賀
地
方
卸
売
市
場

市
場
感
謝
デ
ー
の
お
知
ら
せ

益
子
特
別
支
援
学
校
公
開
授
業

の
お
知
ら
せ

▼
日
時　

12
月
12
日
（
木
）

　

午
前
９
時
50
分
～
正
午

▼
対
象　

�

本
校
や
本
校
の
教
育
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

▼
公
開
授
業

　

小
学
部　

�

生
活
単
元
学
習
、
図
画
工

作
、
国
語
等

　

中
学
部　

�

コ
ン
サ
ー
ト

　

高
等
部　

�

作
業
学
習
・
農
業
・
工
業

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
益
子
特
別
支
援
学
校

　

☎
（
７
２
）
４
９
１
５
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短
　  

歌　

	

椎　

谷　

小
堀　

宮
子　

選

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

痛
む
手
に
鞭
う
ち
な
が
ら
書
く
手
紙
感
謝
の
気
持
つ
た
わ
り
て
欲
し

上　

根　

菅
原　

節
秋

ブ
ラ
ボ
ー
！
と
声
か
け
見
上
げ
し
朝
顔
も
今
朝
は
寂
し
く
花
一
・
二
輪

上　

根　

鈴
木　

政
明

里
芋
の
広
葉
に
宿
る
白
金
の
光
あ
ふ
る
る
秋
の
過
ぎ
ゆ
く

赤　

羽　

五
月
女　

修

気
候
ゆ
え
取
れ
高
八
割
程
度
で
も
そ
つ
な
く
隙
な
く
刈
り
上
げ
祝
う

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

人
生
の
折
返
し
点
も
と
う
に
過
ぎ
季
節
の
移
ろ
い
楽
し
ま
ん
と
す

市　

塙　

仲
山
美
代
子

草
取
り
の
汗
に
吹
き
来
る
爽
涼
の
風
あ
り
が
た
し
さ
さ
や
か
な
幸

	

市　

塙　

永
嶋　

靜
江

つ
ま
ら
な
い
噂
う
わ
さ

話
に
耳
ふ
さ
ぎ
亡は

母は

の
教
訓
一
途
に
生
き
る

市　

塙　

木
村　

久
子

日
毎
取
る
雑
草
な
れ
ど
又
芽
生
え
夕
べ
の
雨
に
た
く
ま
し
く
延
ぶ

市　

塙　

苔
野　

一
郎

地
震
あ
れ
ば
洪
水
浸
水
崖
崩
れ
地
球
の
怒
り
宇
宙
の
ぼ
や
き

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

過
酷
と
も
思
へ
る
一
升
の
祝
餅
背
負
ひ
し
曾
孫
は
倒こ

け
て
泣
き
出
す

※
短
歌
の
締
切
り
は
毎
月
十・

日・

必
着
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

　
俳
　 

句　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

待
ち
受
け
に
秋
桜
の
花
ス
マ
ホ
か
な　

	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

十
三
夜
手
作
り
ダ
ン
ゴ
箸
大
根　

	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

名
月
や
一
人
旅
路
の
連
れ
と
な
り　

	

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

頭こ
う
べた
れ
実
る
黄こ

金が
ね

に
群
れ
を
な
す　

	

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

園
児
等
の
歌
声
揺ゆ

れ
し
菊
日
和　

	

市　

塙　

小
林
み
さ
を

置
き
が
た
し
響
爽
や
か
旧と

友も

の
こ
ゑ　

	

上　

根　

星　
　

君
子

爽
や
か
に
自
立
や
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家　

	

田
野
辺　

雅　
　

翠
■

円
通
寺
門
の
番
人
赤
と
ん
ぼ　

	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

甥
か
ら
の
新
米
届
く
重
さ
か
な　

	

大
谷
津　

星
野　

妙
子

敬
老
会
昔
話
し
に
花
が
咲
き　

	
川
生
田　

渡
辺　

時
夫

弟
の
退
院
を
待
つ
栗
お
こ
わ　

	
市　

塙　

髙
木　

正
子

時
折
の
風
に
救す
く

わ
れ
草
を
抜ぬ

く　

	
赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

新
聞
は
今
日
も
秋
の
花
だ
よ
り　

	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

庭
先
に
弾は
じ

け
て
と
れ
ぬ
鳳
仙
花　

	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

道
の
駅
秋
空
見
上
げ
陶
器
市　

	

上　

根　

谷
口　

弘
子

車
イ
ス
行
く
手
を
染
る
曼ま
ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ　

	

続　

谷　

軽
部　

悦
子

迷
路
め
く
五
百
羅
漢
の
爽
や
か
さ　

	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

黙
々
と
穂
掛
け
の
山
田
夕
日
さ
す　

	

上　

根　

菅
原　

節
秋

転こ

け
し
子
が
抜
い
て
一
等
運
動
会　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
八・

日・

必
着
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

軽
自
動
車
（
二
輪
含
む
）

や
二
輪
小
型
自
動
車
を

県
外
で
廃
車
、
住
所
変
更
、

名
義
変
更
を
し
た
と
き

　

他
県
の
軽
自
動
車
検
査
協

会
、
運
輸
支
局
で
、
住
所
や
、

名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
さ

れ
た
際
に
は
、
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
車
両
の
登
録
状
況
が
把

握
で
き
な
い
と
、
軽
自
動
車
税

が
翌
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
名
義
変
更
の
場
合
は
、

旧
所
有
者
に
納
税
通
知
書
が
届

い
て
し
ま
い
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
業
者

に
売
買
し
た
場
合
で
も
手
続
き

状
況
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
町
税
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
２

市
貝
町
町
民
祭
を

開
催
し
ま
す

令
和
元
年
度
市
貝
町
芸

術
祭
及
び
芳
賀
地
方
芸

術
祭
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の

開
催
に
つ
い
て

▼
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

　

（
小
雨
決
行
）

▼
場
所

　

中
央
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容　

�

農
作
物
等
の
販
売
、

　

�

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
無
料

配
布（
２
０
０
本
）、ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
骨
密
度
測

定
、
は
し
ご
車
乗
車
体
験
等

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
８

◇
市
貝
町
芸
術
祭

��

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
…
11
月
15
日

（
金
）
～
17
日
（
日
）
午
前
9

時
～
午
後
4
時
（
最
終
日
は
3

時
）
市
貝
町
武
道
館

文
芸
大
会
…
12
月
7
日（
土
）午

前
10
時
か
ら　

中
央
公
民
館

音
楽
芸
能
大
会
…
11
月
16
日

市
貝
町
好
菊
会
菊
花
展

の
お
知
ら
せ

▼
展
示
期
間　

　

11
月
１
日（
金
）～
７
日（
木
）

▼�

場
所　

道
の
駅
サ
シ
バ
の
里

い
ち
か
い�

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
好
菊
会
会
長　

　

平
井　

義
男

　

☎
（
６
８
）
１
５
０
０

（
土
）
午
前
９
時
開
会　

市
貝

小
学
校
体
育
館

◇�

芳
賀
地
方
芸
術
祭
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展

�

展
覧
会
…
11
月
22
日（
金
）～
24

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時　

芳
賀
町
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
（
６
８
）
０
０
２
０

第
34
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
の
開

催
に
つ
い
て

▼
日
時　

11
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

▼
会
場　

町
武
道
館

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

　

髙
松　

藤
一　

　

☎
（
６
８
）
３
０
５
７
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 1.10.25

赤
羽　

石
川　

塁る
い

士と　

寿　

昭

靖　

子

婚 

姻 　

 

（
敬
称
略
）

　

住　

所　

    

氏　

名

　

市　

塙　

山　

内　

聡　

史

　

茂
木
町　

島　

﨑　

恭　

美

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

市　

塙　

糸
井
マ
サ
子　

95
歳

市　

塙　

赤
羽　
　

仁　

81
歳

町の人口
10 月１日現在

　男	 6,015 （6,029）

　女	 5,732 （5,771）

　計	 11,747（11,800）

世帯数	 4,487 （4,420）

（ ）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

九
月
受
付
分

出
　
生 　
（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

市
塙　

森
口　

翔と

葵あ　

千　

里

麻　

美

市
塙　

三
浦　

旺お
う

波は　

貴　

大

万
里
子

赤
羽　

星　
　

翔
し
ょ
う

太た　

良　

樹

亜
矢
子

市
塙　

尾
又　

叶と
う

真ま　

和　

仁

麻　

梨

 1.10.25

　
川
　
　
柳 

「
母
」	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵　

選

薬
草
の
包
み
に
添
え
て
母
便
り　

	

田
野
辺　

國
井　

弘
子

遠
く
な
き
母
の
温
も
り
子
に
託
す　

	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
れ
て
娘
に
山
の
幸　
　

	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

笑
い
声
目
じ
り
の
小
じ
わ
母
に
寄
せ　

	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

六
十
路
越
え
亡
母
の
忠
言
理
解
で
き　

	

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

輝
い
て
母
か
ら
女
同
窓
会　

	

上　

根　

菅
原　

節
秋

感
謝
し
て
母
の
遺
影
に
語
り
か
け　

	

市　

塙　

園
部　

浩
子

母
の
所
作
そ
の
ま
ま
真
似
を
す
る
子
た
ち　

	

市　

塙　

高
木　

昭
一

鏡
見
て
し
わ
を
伸
ば
し
て
母
の
顔　

	

市　

塙　

高
木　

眞
佐

八
十
路
す
ぎ
母
の
こ
ご
と
は
今
も
な
お　

	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

な
ま
じ
っ
か
土
地
は
売
る
な
と
母
は
逝
く　

	

市　

塙　

永
嶋　

静
江

手
を
広
げ
教
え
て
呉
れ
る
思
い
や
り　

	

石　

下　

馬
込　

滋
紀

お
母
さ
ん
空
に
向
か
っ
て
呼
ん
で
み
る　

	

赤　

羽　

園
部　

弘
子

香
り
た
き
煙
の
中
に
母
の
影　

	

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

死
別
後
に
他
人
の
孝
行
見
て
反
省　

	

赤　

羽　

石
川　

文
治

身
返
り
を
望
ま
ぬ
母
の
有
り
丈　

	

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
エ

母
の
意
気
艱
難
辛
苦
な
ん
の
そ
の　

	

上　

根　

上
山
貴
代
子

レ
シ
ピ
で
も
越
す
に
越
さ
れ
ぬ
亡
母
の
味	　

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

題
予
告 
十
二
月
「
年
越
し
」一
月
「
初
夢
」
締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

　
俳
　 

句　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

待
ち
受
け
に
秋
桜
の
花
ス
マ
ホ
か
な　

	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

十
三
夜
手
作
り
ダ
ン
ゴ
箸
大
根　

	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

名
月
や
一
人
旅
路
の
連
れ
と
な
り　

	

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

頭こ
う
べた
れ
実
る
黄こ

金が
ね

に
群
れ
を
な
す　

	

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

園
児
等
の
歌
声
揺ゆ

れ
し
菊
日
和　

	

市　

塙　

小
林
み
さ
を

置
き
が
た
し
響
爽
や
か
旧と

友も

の
こ
ゑ　

	

上　

根　

星　
　

君
子

爽
や
か
に
自
立
や
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家　

	

田
野
辺　

雅　
　

翠
■

円
通
寺
門
の
番
人
赤
と
ん
ぼ　

	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

甥
か
ら
の
新
米
届
く
重
さ
か
な　

	

大
谷
津　

星
野　

妙
子

敬
老
会
昔
話
し
に
花
が
咲
き　

	

川
生
田　

渡
辺　

時
夫

弟
の
退
院
を
待
つ
栗
お
こ
わ　

	

市　

塙　

髙
木　

正
子

時
折
の
風
に
救す
く

わ
れ
草
を
抜ぬ

く　

	

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

新
聞
は
今
日
も
秋
の
花
だ
よ
り　

	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

庭
先
に
弾は
じ

け
て
と
れ
ぬ
鳳
仙
花　

	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

道
の
駅
秋
空
見
上
げ
陶
器
市　

	

上　

根　

谷
口　

弘
子

車
イ
ス
行
く
手
を
染
る
曼ま
ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ　

	

続　

谷　

軽
部　

悦
子

迷
路
め
く
五
百
羅
漢
の
爽
や
か
さ　

	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

黙
々
と
穂
掛
け
の
山
田
夕
日
さ
す　

	

上　

根　

菅
原　

節
秋

転こ

け
し
子
が
抜
い
て
一
等
運
動
会　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
八・

日・

必
着
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

刈
生
田　

根
本　

敬
子　

64
歳

田
野
辺　

髙
梨　
　

繁　

95
歳

市　

塙　

平
井　

ア
イ　

86
歳

上　

根　

小
松　

陽
子　

63
歳

田
野
辺　

町
井
キ
ク
エ　

87
歳

▼
日
時　

11
月
26
日（
火
）

年
末
調
整
説
明
会

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

消
費
税
の
軽
減
税
率
説
明
会

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

市
民
い
ち
ご
ホ
ー
ル

　
（
真
岡
市
民
会
館
）大
ホ
ー
ル

※
内
容
等
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
分
年
末
調
整

説
明
会
・
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
説
明
会
の

お
知
ら
せ

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
杭
基
礎
調

査
の
結
果
に
つ
い
て

　

現
在
、
使
用
を
中
止
し
て
い

る
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
基
礎
杭
の
健

全
性
の
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
調
査
し
た
15
本
の
杭
基
礎

の
全
て
が
健
全
で
あ
る
と
判
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
は
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
、
令
和
2
年
12
月
ご
ろ
の

利
用
再
開
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
使
用
を
中
止

し
て
い
る
町
民
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
10
月
ご
ろ
の

利
用
再
開
を
目
標
に
、
現
在
、

耐
震
補
強
の
設
計
業
務
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　

☎
（
６
８
）
０
０
２
０

▼
問
い
合
わ
せ　

真
岡
税
務
署

　

☎
（
８
２
）
２
１
１
５

　

自
動
音
声
案
内「
２
」を
選
択



いちかいと写真と私 第8回　―　hair desing Lian　―

地域おこし協力隊　柴　美幸

hair desing Lian     
  TEL : 0285-81-5533 
  HP : http://yellow-09014275777.wixsite.com/website　　

　

　すっかり秋らしくなり、冬の匂いももう間近に
感じますね。秋と言えば、スポーツの秋、読書の秋、
食欲の秋などと言いますが、みなさんはどんな秋
を迎えていますでしょうか。
   さて、今回は今年の春にみどりの森にオープン
し ま し た「 プ ラ イ ベ ー ト サ ロ ン hair desing 
Lian 」の堀江さんのご紹介です。
　私がこちらの美容室の情報を得たのは､ オープ
ンして間もなく、知人のインスタグラムで「いと
こが市貝町で美容室をオープンしましたー！」と
いう投稿を見たのがきっかけ。インスタに載って
いた写真はおしゃれーな美容室。 すぐに行こうかと思っていましたが、 そのうち訪れる機会
があるだろうと思っていたら、すっかり秋になってしまいました…。
　数か月越しの想いでお会いした堀江さん、  初めて会った気がしない（笑）とても物腰が柔
らかく、老若男女に好かれるだろうなと想像できる方でした。 得意なスタイルを伺うと、「な
んでも得意なんです」と。 やはり誰でもウェルカムな感じ。  なぜプライベートサロンにした

のか伺ってみると「小さい子供がいると、気が気じゃなくて、
落ち着いて美容院に行けなかった」 とママでもある堀江さ
んの体験から、小さい子どもとも安心して行けるような美
容室を作りたかったそう。 予約は一組ずつ、  芝生のお庭と
ベビーサークルも完備。 何かと忙しい秋、プライベートサ
ロンならではの空間で、冬の気配を感じながら、ゆっくり
髪を整えてみてはいかがでしょうか。

11
2019

20

問
い
合
わ
せ

市
貝
町

防
災
行
政
メ
ー
ル
の

登
録
は
こ
ち
ら
か
ら

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
と
き
に
は

 

☎
６
８
―
２
３
６
６
（
ニ
サ
ン
ガ
ロ
ク
ロ
ク
）

総
務
課
消
防
交
通
係  

☎（
６
８
）１
１
１
１

さんま …………………２尾
酒 …………………大さじ１
しょうゆ …………大さじ１
しょうが汁 ………小さじ２

材料（4人分）

〈作り方〉
①さんまは２枚おろしにし、中骨を除く。さっと洗い水気をよくふ

いて2等分に切る。パプリカは種を除き乱切りにする。レモン
はくし切りにする。

②Aを合わせ、①に漬けて10分ほどおく。
③ボウルにBを混ぜ合わせる。②の汁気をかるく切り、全面にま

んべんなくまぶす。
④フライパンに油を多めに熱し、③を並べて両面をこんがり揚げ焼

きにする。パプリカは30秒素揚げする。器に盛りレモンを添える。

１人分の
栄養価

エネルギー
217kcal

塩分
1.0g

食改さんの レシピ食改さんの レシピ 57はな
まる

はな
まる

所要時間
20分

パプリカ ………………1 個　　　　　　　　　　  
揚げ油  ………………適量

A

薄力粉 ……………大さじ２
片栗粉 ……………大さじ２
青のり ……………大さじ２

B

レモンのくし切り（好みで添える）…4 切れ       

〈ポイント〉
●青のりとさんまの組み合わせはとっても新鮮。青のりを使用す

ることでとても風味の良いから揚げになります。
●あじ、いわし、さばで作っても美味しくできます。
●お弁当、お酒のおつまみにもおすすめです。

さんまの青のりからあげ


